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難聴のしくみを探り新しい治療法を開発する 

2.遺伝子の情報をもとに 
難聴モデル動物をつくる 

1.遺伝性難聴を起こす 
遺伝子変異を見つける 

3.難聴モデル動物の内耳を分析し
難聴の仕組みを探る 

4.この仕組みをもとに
新しい治療法をつくる 

遺伝子を組み換えたマウスから新しいタイプの聴覚障害が発見された 

科学新聞 2014年7月4日 

患者の血液からDNAを取り
遺伝子変異を調べる 

モデル動物を使うこ
とで、人間では調べ
られない内耳の成分
を分析し、難聴の仕
組みが解明された 

 

日経産業新聞  

2014年3月4日 

iPS細胞による治療 
治療に必要な細胞の種類が
わかればiPS細胞からその細
胞をつくり内耳に移植する 

わかった病気の仕組みをもとに
様々な治療法を開発しています 

新薬の開発 
難聴を起こす分子の情報 
をもとに、これを抑える新
しい薬を探す 

遺伝子による治療 
患者に足りない遺伝子を内
耳へ送り込む 

将来的な臨床応用へ 

耳鼻咽喉科学講座 


